
日
本
共
産
党
、
国
民
の
生
活
が
第
一
、

み
ん
な
の
党
、
社
民
党
、
み
ど
り
の
風
、

新
党
改
革
、
新
党
大
地
の
７
野
党
・
会

派
が
提
出
し
た
野
田
首
相
問
責
決
議
が

２
９
日
の
参
院
本
会
議
で
賛
成
１
２
９

票
、
反
対
９
１
票
の
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
問
責
決
議
は
、
消
費
税

大
増
税
を
強
行
し
た
野
田
政
権
と
民
主
、

自
民
、
公
明
の
３
党
談
合
を
断
罪
し
た

も
の
で
、
そ
れ
が
国
会
で
議
決
さ
れ
た

こ
と
は
画
期
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま

す
。
決
議
案
に
は
、
自
民
党
が
賛
成
す

る
一
方
、
公
明
党
は
増
税
賛
成
の
立
場

か
ら
棄
権
。
３
党
談
合
勢
力
の
亀
裂
は

決
定
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
の
市
田
忠
義
書
記
局
長
は
問
責

決
議
可
決
を
受
け
た
記
者
会
見
で
、

「
首
相
に
対
す
る
問
責
で
あ
り
、
衆
院

解
散
・
総
選
挙
で
国
民
に
信
を
問
う
べ

き
だ｣

と
述
べ
ま
し
た｡

▽

▽

▽

賛
成
討
論
に
た
っ
た
日
本
共
産
党
の

山
下
芳
生
議
員
は
、
３
代
に
わ
た
る
民

主
党
政
権
が
「
自
民
党
政
治
を
変
え
て

ほ
し
い
」
と
の
国
民
の
願
い
を
こ
と
ご

と
く
裏
切
っ
て
き
た
こ
と
を
糾
弾
し
、

公
約
を
投
げ
捨
て
自
民
、
公
明
と
連
合

し
て
消
費
税
増
税
を
強
行
し
た
こ
と
は

「
身
も
心
も
自
民
党
と
う
り
二
つ
の
政

権
に
な
っ
た
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
山
下
氏
は
、
自
公
両
党
が
民
主
党
と

談
合
し
て
増
税
法
案
を
強
行
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
公
約
違
反
の
共
犯
者
と
な
っ
た
」
と
批
判
。

「
民
、
自
、
公
３
党
に
民
主
政
治
を
語
る
資
格
は

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
消
費
税
大
増
税
の
強
行
は
暮
ら

し
と
経
済
、
財
政
の
大
破
綻
を
招
く
と
批
判
。

問
責
決
議
案
は
、
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
国

民
多
数
の
声
に
背
を
向
け
、
こ
れ
を
強
行
し
た

民
自
公
３
党
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
問
責
賛
成
の
理
由
と
し
て
、「
原
発
ゼ

ロ
」
の
願
い
に
背
き
原
発
再
稼
働
を
強
行
し
た

こ
と
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
普
天
間
基
地
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
や
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
参
加
推
進
な
ど
、
国
の
主
権
も
国
民
の

命
と
安
全
も
守
れ
な
い
対
米
追
従
外
交
を
進
め

て
い
る
点
を
あ
げ
ま
し
た
。

山
下
氏
は
「
深
刻
な
政
治
の
閉
塞
（
へ
い
そ

く
）
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、『
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
・
財
界
中
心
』
と
い
う
古
い
政
治
の
枠
組

み
を
根
っ
こ
か
ら
断
ち
切
る
大
改
革
こ
そ
必
要

だ
」
と
強
調
。
す
み
や
か
な
解
散
・
総
選
挙
で
、

国
民
に
信
を
問
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

当
初
、
自
民
党
は
自
公
両
党
が
２
８
日
に
提

出
し
た
問
責
決
議
案
へ
の
賛
同
を
７
野
党
・
会

派
に
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
７
野
党
・
会
派
側

は
「
３
党
合
意
」
に
よ
る
消
費
税
増
税
を
断
罪

し
た
７
野
党
・
会
派
の
問
責
決
議
案
を
優
先
し

て
採
決
す
べ
き
だ
と
主
張
。
議
運
委
員
会
で
も

自
公
だ
け
で
は
問
責
決
議
案
を
本
会
議
に
上
程

で
き
な
い
た
め
、
自
民
党
は
結
局
、
７
野
党
・

会
派
が
一
部
修
正
し
て
再
提
出
し
た
問
責
決
議

案
に
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

民
主
党
の
武
内
則
男
議
員
は
反
対
討
論
で
、

「
問
責
の
提
案
理
由
で
は
３
党
合
意
が
痛
烈
に
批

判
さ
れ
て
い
る
」「
（
賛
成
は
）
３
党
合
意
を
反

故
（
ほ
ご
）
に
す
る
も
の
だ
」
と
述
べ
る
な
ど
、

増
税
連
合
の
矛
盾
と
亀
裂
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
野
田
首
相
は
問
責
決
議
案
の
議
決
に

先
立
ち
、
輿
石
東
幹
事
長
ら
民
主
党
執
行
部
と

急
き
ょ
協
議
。
直
後
に
樽
床
伸
二
幹
事
長
代
行

は
、
記
者
団
に
「
自
民
党
の
ほ
う
が
（
３
党
合

意
を
）
破
棄
し
た
。（
解
散
は
）『
近
い
う
ち
』
か

ら
遠
い
将
来
に
な
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た

２
０
１
２
年
８
月
３
０
日(

木)

「
私
た
ち
は
、
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
、

『
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
』
へ
踏
み

出
す
こ
と
を
求
め
ま
す
」
―

「
全
国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
」
編

集
部
の
よ
び
か
け
に
こ
た
え
て
、
各
界
で
活
躍

す
る
５
６
氏
が
３
１
日
、
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を

も
と
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。

▽

▽

▽

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
た
の
は
、
池
田
香
代
子

氏
（
翻
訳
家
）
、
宇
都
宮
健
児
氏
（
前
日
本
弁
護

士
連
合
会
会
長
）
、
海
老
名
香
葉
子
氏
（
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）
、
奥
平
康
弘
氏
（
憲
法
学
者
）
、
倉
本

聰
氏
（
脚
本
家
）
、
澤
地
久
枝
氏
（
作
家
）
、
野

中
と
も
よ
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
）
、
張
本
勲
氏

（
野
球
評
論
家
）
、
吉
原
毅
氏
（
城
南
信
用
金
庫

理
事
長
）
ら
で
す
。

各
人
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
悲
し
い
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
人
類
に
先
駆
け
て
、
日
本
人
か
ら
成

長
し
ま
し
ょ
う
」（
女
優
の
秋
吉
久
美
子
氏
）
、

「
広
島
・
長
崎
の
原
爆
、
福
竜
丸
の
水
爆
、
フ
ク

シ
マ
の
原
発
、
四
度
目
の
モ
ル
モ
ッ
ト
は
も
う

い
ま
せ
ん
。
地
球
は
壊
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
」（
脚
本
家
の
小
山
内
美
江
子
氏
）
、「
国
民
の

『
生
活
』
の
た
め
に
原
発
を
再
稼
働
す
る
と
言
う

が
、
国
民
の
『
生
命
』
を
守
る
こ
と
こ
そ
首
相

の
務
め
だ
。
原
発
を
取
り
除
く
こ
と
以
上
の
福

祉
は
な
い
」（
Ｉ
Ｔ
企
業
会
長
の
賀
茂
川
耕
助
氏
）、

「
“
原
発
は
い
ら
な
い
”
。『
原
発
の
安
全
性
を
確

認
し
て
か
ら
』
と
い
う
が
、
原
発
に
安
全
は
ナ

イ
」（
舞
台
美
術
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
妹
尾
河

童
氏
）
、「
福
島
の
事
故
を
受
け
て
、
日
本
か
ら

１
万
キ
ロ
離
れ
た
ド
イ
ツ
が
原
発
ゼ
ロ
を
決
め

ま
し
た
。
目
を
覚
ま
し
ま
し
ょ
う
よ
！
」（
コ
メ

デ
ィ
ア
ン
の
松
元
ヒ
ロ
氏
）
。

原
発
を
再
稼
働
さ
せ
た
野
田
佳

彦
首
相
を
批
判
し
、
原
発
を
日
本

か
ら
な
く
す
こ
と
を
よ
び
か
け
て

い
ま
す
。

２
０
１
２
年
９
月
１
日(

土)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

解
散
・
総
選
挙
で

国
民
の
信
を
問
え

参
院
本
会
議

民
自
公

増
税
連
合
を
断
罪

市
田
氏
が
会
見

共産党など７会派提出 首相の問責可決

原
発
ゼ
ロ
の

日
本
へ
踏
み
出
そ
う

各
界
５
６
氏
ア
ピ
ー
ル

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団



当初予算額最終予算額 決算額 摘要
歳入 3,467,000 3,760,010 3,592,452,146繰越明許費　3,565,000
歳出 3,467,000 3,760,010 3,478,500,948純繰越金　110,386,198
歳入 823,484 890,220 919,685,626
歳出 823,484 890,220 813,788,678

歳入 79,487 79,497 76,982,330

歳出 79,487 79,497 76,822,230

歳入 537,000 547,822 530,936,726

歳出 537,000 547,822 52,528,564
歳入 348,400 355,659 347,688,776

歳出 348,400 355,659 347,688,776

歳入 169,402 179,650 178,150,898

歳出 169,249 179,497 160,950,838

歳入 7,109 7,747 5,928,300
歳出 22,205 83,417 55,511,102

平成24年度へ繰越
105,896,948

平成24年度へ繰越
160,100

平成2年度へ繰越
5,668,162

当年度分損益勘定保留資金
４３，４２３，１５６円及び過年
度損益勘定保留資金６，１５
９，６４６円で補てんした。

0

平成２3年度　三宅町各会計歳入歳出決算一覧　　　（単位：千、　円）

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計

水

道

事

業

会

計

国民健康
保険
後期高齢
医療

介護保険

公共下水
道事業

収益的

資本的

御
所
の
栗
阪
自
治
会

に
一
億
円

今
九
月
議
会
に
、
御
所
市

の
栗
阪
自
治
会
に
協
力
金

（
町
の
説
明
で
は
迷
惑
料
）

一
億
円
を
支
払
う
議
案
が
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事

務
組
合
の
事
業
計
画
で
は
、

今
年
度
の
予
定
は
、
施
設
基

本
設
計
で
、
来
年
度
に
な
っ

て
、
測
量
・
地
質
調
査
・
生

活
環
境
影
響
調
査
と
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
ア
セ
ス

さ
え
済
ん
で
い
な
い
の
に
、

す
で
に
迷
惑
料
を
払
う
と
い

う
こ
と
は
、
ず
さ
ん
な
環
境

ア
セ
ス
で
済
ま
そ
う
と
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
早

く
お
金
を
渡
し
て
、
文
句
を

言
わ
せ
ず
進
め
る
意
図
で
し
ょ

う
か
？

昨
年
開
か
れ
た
環
境
衛
生

事
務
組
合
第
一
回
議
会
で
は
、

御
所
市
の
議
員
が
「
御
所
に

あ
る
ん
や
か
ら
御
所
が
実
権

に
ぎ
ら
な
あ
か
ん
」
「
栗
阪
っ

て
ど
ん
な
村
か
し
っ
て
ん
の

か
？
あ
ん
た
と
こ
行
っ
た
か

て
、
前
向
い
て
進
ま
ん
」
と

い
う
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
。

参
加
さ
れ
た
本
町
の
議
員

か
ら
は
「
葛
城
や
高
田
の
議

員
さ
ん
か
ら
、
し
尿
の
問
題

で
も
め
て
い
る
。
そ
ん
な
ん

（
御
所
市
と
一
緒
に
ご
み
清

掃
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
）

や
め
と
か
ん
な
あ
か
ん
で
と

言
わ
れ
て
い
る
」
「
市
長
が

こ
ろ
こ
ろ
変
わ
ら
れ
る
。
呆

れ
か
え
っ
て
る
。
不
安
が
い
っ

ぱ
い
や
」
と
い
う
報
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

安
直
に
お
金
を
払
う
の
は

大
問
題
で
す
。
せ
め
て
、
手

続
き
に
そ
っ
て
進
め
る
べ
き

で
す
。

田
原
本
議
会

議
員

吉
田
容
工

コ
ミ
バ
ス
試
行

さ
ぁ
、
九
月
に
入
り
ま
し

た
。
今
夜(

九
月
二
日)

は
一

段
と
過
ご
し
や
す
く
感
じ
て

い
ま
す
。
暑
さ
と
の
分
か
れ

目
な
ん
で
す
が
、
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
言
い
ま
す

と
、
九
月
議
会
の
原
稿
準
備

に
入
る
頃
に
な
る
と
夜
は
過

ご
し
易
く
な
っ
て
い
ま
す
ん

で
、
夏
の
猛
暑
は
年
々
厳
し

い
物
を
感
じ
ま
す
が
、
季
節

は
順
当
に
巡
っ
て
い
る
事
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
何

れ
に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
夏

バ
テ
等
の
影
響
が
表
れ
る
よ

う
で
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
ね
。

さ
て
、
九
月
は
議
会
が
開

か
れ
る
月
で
し
て
、
来
週
十

一
日(

火
曜
日)

か
ら
、
前
年

度
の
決
算
を
中
心
に
論
戦
が

始
ま
り
ま
す
が
。
今
般
、
町

内
の
交
通
手
段
に
関
し
て
、

試
み
の
取
り
組
み
を
十
一
月

か
ら
来
年
三
月
ま
で
実
施
す

る
為
め
の
補
正
予
算
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
十
人
乗
り
の
ワ

ゴ
ン
車
を
使
っ
て
、
町
内
を

北
部
と
南
部
の
二
系
統
に
分

け
、
全
体
を
一
巡
で
き
る
よ

う
な
形
で
路
線
と
ダ
イ
ヤ
を

組
ん
で
、
二
時
間
に
一
本
、

各
自
治
会
の
公
民
館
等
を
中

心
に
設
け
る
停
留
所
に
来
る

恰
好
で
走
ら
せ
、
利
用
者
の

意
見
を
伺
う
よ
う
で
す
。

こ
の
話
、
既
に
各
自
治
会

長
さ
ん
に
は
説
明
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方

面
か
ら
も
話
が
有
る
事
で
し
ょ

う
。
よ
り
よ
い
取
り
組
み
へ

と
仕
上
げ
て
行
く

た
め
に
も
忌
憚
な

く
ご
意
見
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

９
月
議
会

三
宅
町
の
９
月
議
会
の
日

程
が
決
ま
り
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。日

程
は
、
９
月
４
日
（
火
）

定
例
会
開
会
午
前
１
０
時

（
議
案
の
提
案
説
明
・
諸
報

告
）
、
１
１
日
（
火
）
定
例

会
再
開
（
総
括
質
問
・
一
般

質
問
）
１
２
・
１
３
日
（
水
・

木
）
決
算
特
別
委
員
会
、
１

４
日
総
務
・
建
設
（
午
前
）
、

福
祉
・
文
教
常
任
委
員
会

（
午
後
）
、
２
１
日
（
金
）

定
例
会
再
開
（
閉
会
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
時
間
の
あ
る
方

は
傍
聴
し
、
住
民
の
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
監
視
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

議
案
は
、
三
宅
町
の
平
成

２
３
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
健
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
、
公
共
下
水

道
、
上
水
道
の
特
別

会
計
決
算
額
（
別
表
）

が
決
ま
り
、
９
月
議

会
で
審
議
さ
れ
認
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
２
４

年
度
の
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
な
ど

の
補
正
予
算
案
、
幼

児
園
の
授
業
料
及
び

バ
ス
使
用
料
の
改
訂

（
値
上
げ
）
、
教
育

委
員
の
任
命
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
宅
町

池
田
年
夫

ま
ほ
ろ
ば
平
和
音
楽

祭
に
参
加

９
月
１
日
（
土
）
昨
年
と

同
様
、
ま
ほ
ろ
ば
平
和
音
楽

祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
は
地
域
の
９
条
の
会
。

後
援
は
河
合
町
、
上
牧
町
、

広
陵
町
と
各
新
聞
支
局
。

参
加
費
５
０
０
円
と
い
う
安

さ
が
申
し
訳
な
い
く
ら
い
素

晴
ら
し
い
音
楽
祭
で
し
た
。

箏
、
三
味
線
、
太
鼓
、
笛
、

ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
な
ど
の

楽
器
の
演
奏
に
の
せ
た
民
謡
、

フ
ォ
ー
ク
、
合
唱
、
絵
本
の

朗
読
、
そ
し
て
ゲ
ス
ト
の

「
ま
ほ
ろ
ば
フ
ル
ー
ト
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
の
十
人
の
フ
ル
ー

ト
演
奏
は
、
心
の
沁
み
る
格

別
な
も
の
で
し
た
。

出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

こ
の
一
年
間
日
常
の
生
活
や

仕
事
が
あ
る
中
、
練
習
に
励

ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
切
な
楽
器
を
運
ぶ
事
、
メ

ン
バ
ー
が
揃
わ
な
い
事
、
体

調
が
悪
い
日
の
事
、
様
々
な

苦
労
を
乗
り
越
え
て
来
ら
れ

た
と
想
像
し
ま
す
。
日
常
の

雑
務
に
追
わ
れ
、
落
ち
着
か

な
い
私
の
心
は
、
最
後
の
フ

ル
ー
ト
の
音
色
で
心
に
清
ら

か
な
水
が
満
た
さ
れ
た
よ
う

で
、
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
ろ

う
と
い
う
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま

し
た
。

と
同
時
に
今
、
私
た
ち
の

住
ん
で
い
る
日
本
が
平
和
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
音

楽
祭
が
開
催
で
き
、
そ
し
て

参
加
で
き
る
事
に
感
謝
し
、

こ
の
平
和
の
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
事
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま

し
た
。

田
原
本
町

議
会
議
員

森

良
子


